
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

令和３年度における活動実績・成果の概要

世界を主導する医薬品開発と人をみつめた医薬品治療の実現

●医薬品開発研究センターの施設を整備：
総長裁量経費の支援を受けて、ラジオアイソトー

プ研究教育センターを改修し、医薬品開発研究セン
ター施設を設立した。センターには、化合物保管室、
ハイスルプットスクリーニング室を整備し、効率化
を図った。さらに、共同研究を推進するために、細
胞解析室、生体機能解析室を設置するとともに、コ
ラボスペース２室を整備した。

●医薬品開発研究センターシンポジウム開催：
創薬連携を強化するために、第4回シンポジウム

「脳と創薬」（令和 3 年 8 月 6 日）、ならびに、
第5回シンポジウム「創薬への革新的アプローチ」（令和 4 年 2 月 22 日）をオンライン開催した。さらに、12月
24日には理化学研究所ならびに星薬科大学との共催によるシンポジウム「精密武装抗体の合成と機能評価」を開催
した。これらのシンポジウムは、創薬研究における新たな連携体制の構築と推進に大きく貢献した。

●創薬連携：
COVID-19 対策研究グループは、英国 University College of London の研究者と東北大学ーUCLマッチングファンドに
よる国際共同研究を開始した。また、オープンイノベーション機構の指定プロジェクトとして、「革新的創薬モ
ダリティ協創プロジェクト」を開始した。

●創薬支援：
令和３年度では６件の依頼に対し、東北大学化合物ライブラリー化合物及びヒット化合物関連化合物を供与した。
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関連ホームページ：

http://www.pharm.tohoku.ac.jp/research_center/
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